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ま え が き

2009 年は新型インフルエンザ A/H1N1pdm の流行に終始しました。これ
に続く 2010 年は、我が国で行われた前例のない徹底した新型インフルエン
ザ対策について検証し評価するという、重要な作業をすべき時であろうと

考えます。

ところが、熱しやすく冷めやすい国民性によるものか、あるいはメディ

アが興味を無くし報道しなくなったせいか（おそらく両方だと思います

が・・）、新型インフルエンザは過去の一事件として仕舞い込まれてしまっ

て、もはや一般国民の関心を呼ぶこともなくなりました。

ただし、厚生労働省では新型インフルエンザ専門家会議が、次にやって

来るかもしれない H5N1 パンデミックに向けて、行動計画の改訂作業を進
めています。私もそのなかの公衆衛生班に参画していますが、専門家の委

員からは厚生労働省の不手際を糾弾する意見ばかりが多く出されています。

折しも、WHO のマーガレット・チャン事務局長が都内で講演し、「日本は
死亡率が最も低かった。日本の対策は正しかった」と我が国の対応を称揚

しました。・・さて、これはどう受け取ったらいいものか？ H5N1 来襲に対
しても同じ手法で奏功するものか？疑問は残ります。ただ一つ確かなこと

は、「日本の医療機関は分け隔てしない」ということです。国民皆保険の公

平な医療制度が感染症への強固な砦であることは昨年も実証されたところ

であり、医療供給体制が破綻しないようサポートすることこそが、今後も

行政の重要な役割であることに変わりはありません。

群馬県衛生環境研究所は感染症サーベイランス機能を重視しています。

昨年の新型インフルエンザ対応では、PCR 検査に追われて、感染症情報の
収集・解析・提供が十分にできなかったことが反省点として残りました。

これらの機能を強化し、健康危機管理能力を向上させることが当面の最重

要課題です。

今後も群馬県衛生環境研究所の取り組みへのご支援を賜りますよう、切

にお願い申し上げます。

2010 年 11 月
群馬県衛生環境研究所長 小澤邦壽
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